















Purpose. The objective of the current study was to develop a scale for measuring a home helper’s “spiritual
sense” and examine the relationship between the “optimistic interpretation of difficulties” and this scale.
Method. The self­administered mailed survey was sent to 600 home helpers working at the home help service
stations in A prefecture. The response rate was 24.8％. This analysis adopted the data of only 135 home
helpers. The relationship between the “optimistic interpretation of difficulties” and a home helper’s “spiritual
sense” was examined as a causal model by using structural equation modeling.
Result. The results indicated the following : 1) the current scale was confirmed in terms of construct validity
by a confirmatory factor analysis, and consisted of two factors, “meaning in life” and “harmony in the rela­
tionship” and 2) a home helper’s “spiritual sense” was significantly associated with the “optimistic interpreta­
tion of difficulties.”
Discussion. This scale has sufficient validity and reliability to measure the spiritual sense of home helpers. In
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conclusion, an optimistic attitude could contribute to having an awareness of the spiritual meaning of caring
for elderly individuals facing death.
● ● ○ Key words ホームヘルパー home-helper／スピリチュアリティ spirituality／人生の意味 meaning in
life／楽観的態度 optimistic attitude／構造方程式モデリング structure equation modeling































た。調査期間は 2013年 5月 1日～5月 31日とし、回
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Square parameter estimates using a diagonal weight ma-
trix with robust standard errors and mean-and variance-



























（以下、df とする）、Comparative Fit Index（以下、







ての尺度の信頼性については、Cronbach の α 信頼性
係数により検討を行い、パス係数の有意性は 5％有意
水準とした。
























● ● ○ ホームヘルパーの困難に対する楽観的解釈とスピリチュアルな感覚との関連
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ーのスピリチュアルな感覚」は 2因子構造が妥当であ



































人数（％） 人数（％） 人数（％） 人数（％）
SP 1 どんな相手でも分けへだてなく、受け入れようと思う 41（30.4） 82（60.7） 11（ 8.1） 1（0.7）
SP 2 心の深いところにある思いを他者と語りあうことがある 18（13.3） 76（56.3） 39（28.9） 2（1.5）
SP 3 これまでの人生での出来事や思いを語ることで人生の意味を確認したことがある 21（15.6） 72（53.3） 36（26.7） 6（4.4）
SP 4 年をとるごとに感謝の気持ちが強くなっている 40（29.6） 73（54.1） 19（14.1） 3（2.2）
SP 5 この世には自分しかできない使命や役割があると思う 30（22.2） 57（ 4.2） 41（30.4） 7（5.2）
SP 6 日々の生活の中に楽しみや希望がある 48（35.6） 69（51.1） 17（12.6） 1（0.7）
SP 7 家族や友人との良好な人間関係を保つことを心がけている 53（39.3） 77（57.0） 3（ 2.2） 2（1.5）
SP 8 他者への思いやりや感謝の気持ちを持つことで、人間関係を円滑にしている 47（34.8） 82（60.7） 5（ 7.7） 1（0.7）





SP 1 どんな相手でも分けへだてなく、受け入れようと思う 0.431 0.104
SP 2 心の深いところにある思いを他者と語りあうことがある 0.759 −0.197
SP 3 これまでの人生での出来事や思いを語ることで人生の意味を確認したことがある 0.772 0.019
SP 4 年をとるごとに感謝の気持ちが強くなっている 0.389 0.327
SP 5 この世には自分しかできない使命や役割があると思う 0.777 −0.068
SP 6 日々の生活の中に楽しみや希望がある 0.315 0.557
SP 7 家族や友人との良好な人間関係を保つことを心がけている 0.083 0.841
SP 8 他者への思いやりや感謝の気持ちを持つことで、人間関係を円滑にしている −0.115 1.073




（Promax 回転） 因子負荷量が 0.350以下を削除
推定法は WLSMV
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人数（％） 人数（％） 人数（％） 人数（％）
op 1 利用者の態度から不満やストレスがあると感じてもその感情を受け止めることができると思う 45（33.3） 81（60.0） 9（ 6.7） 0（0.0）
op 2 利用者に理解してもらえないことがあれば、試行錯誤していくことで良い方向に変化が生じてくると思う 42（31.1） 85（63.0） 8（ 5.9） 0（0.0）
op 3 うまくいかない時は困難ではなく、解決すべき課題ととらえる 25（18.5） 85（63.0） 23（17.0） 2（1.5）
op 4 いやな経験も利用者支援の通過点と受け止めることができる 26（19.3） 90（66.7） 17（12.6） 2（1.5）
op 5 利用者や家族からの無理な要求にも誠実に耳を傾けている 22（16.3） 91（67.4） 22（16.3） 0（0.0）
op 6 業務でつらいことがあっても前向きに捉えていけると思う 36（26.7） 81（60.0） 18（13.3） 0（0.0）
op 7 利用者から嫌なことを言われても、利用者にとって一番有益なことを考えるようにすると思う 33（24.4） 876（56.3） 25（18.5） 1（0.7）





















































n＝135 : χ2（df）＝297.240（136）, CFI＝0.938, RMSEA＝0.094（推定法；WLSMV）
※ε, ζ は誤差変数 ※†はモデル識別のために制約を加えた箇所である ※***；p＜0.001, * ; p＜0.05
統制変数からのパスは有意なもののみ示した
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２）内閣府 http : //www8.Cao.Go.jp/kourei/whitepaper/w-2016/html/
zenbun/s 1_1_1.html 平成 28年版高齢社会白書（全体版）
（2018. 9. 10）
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